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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　6月　30日　(月)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松澤　厚子　　記録者　月舘　幸子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 入浴担当者は体重測定時、必ず食事表の体重欄に記載して下さい。又、準夜スタッフは忘れずフローシートに記載する事。

· ＣＤユニットの食事介助の際、誤嚥のリスクの高い人は嚥下状態をみながら無理せずゆっくりと介助していきましょう。むせこみがある場合、無理せず中止して下さい。患者様のペースに合わせた食事介助を行っていきましょう。

· 職員ロッカーの巡視が７/３（木）に変更となりました。

· 高曽Ｎｓが７/１５付けで退職するに伴い、準夜勤務を振り分けています。勤務表を各自再確認して下さい。

· マットレス干しが明日から始まります。予定表に沿って行っていきましょう。又、ベッドもアルコール消毒していきましょう。

· 臨時薬処方について定期薬に追加しての服用なのか、定期薬に換えての服用なのかをきちんと確認して指示を受けるようにして下さい。又、指示受けの際に定期薬（および他の服用中の臨時薬）との関係を必ず確認して下さい。

· 明日から7月です。担当スタッフは患者様のカルテの記載確認・今月分の評価をしておいて下さい。

· 麻疹（はしか）について県健康福祉部衛生課から注意喚起の文書がきています。各自、目を通しておきましょう。

1 感染経路～飛沫・空気感染

2 潜伏期間～10日から12日

3 症状　　～発熱・咳・鼻水など風邪に似た症状が2～4日あり、その後解熱します　　　

が再び高熱が出て顔・首・全身に発疹が現れ3～5日続きます。

回復に向かうと解熱し発疹の色素沈着がしばらく残ります。

　 ④治療　　～特別な方法はなく症状を軽くする対症療法が行われます。

※予防方法

→麻疹ワクチンが有効（発症の予防や重症化予防ができる）

　風邪症状のある場合は外出を控え早目に医療機関を受診しましょう。

　　

＜週間連絡＞

　火曜日　　法人研修　17:30～・定期薬セット・マットレス干し開始

　木曜日　　佐々木　みね様　ハロマンス筋注

　　　　　　小坂Ｄｒ診察

　金曜日　　研修旅行　2班・古川　徳一様マーゲンチューブ交換・腹囲測定　　　

　土曜日　　研修旅行　2班・カルテ整理　・腹囲測定

＜患者様連絡事項＞

· 夏堀　長五郎様～発熱・咳嗽あり抗生剤（ミノマイシン50ｍｇ　朝夕3日分）が、本　　　

日朝から処方されています。また、汁物でのむせ込みある為、本日の夕より汁物トロミつきに食事形態が変更となります。全身状態、食事摂取状況の観察を行ない、むせ込みある際は介入していきましょう。ふらつきも見られている為、転倒に注意していきましょう。

· 田村　耕一様～発熱あり抗生剤（ミノマイシン50ｍｇ　朝夕3日分）が、本日朝から　

処方されています。無理をしないよう発熱時には安静を促していきましょう。

· 古川　徳一様～発熱、咳嗽あり抗生剤（ミノマイシン50ｍｇ　朝夕3日分）が、本日　

夕から処方されています。全身状態の観察を続けていきましょう。

＜医療廃棄物チェック検討＞

· アルコール綿が非感染廃棄物のＢＯＸに入っていました。一般ゴミに捨てること。

· ミキシング用のシリンジもリキャップは禁止となっています。行わないようにしていきましょう。

＜検討事項～ＣＤユニットの食事介助と席について＞

· 夕食時、ゆとりをもって食事介助、口腔ケア、排泄介助をするため遅番Ｃは19時30分までＣＤユニットでの業務を行い、19：30からＡユニット業務につく。又、車椅子清掃は20：30からとする。

· 大渡　福蔵様～ホールで摂取して頂くと周囲の患者様などが気になって食事に集中で　

きず、残食、むせ込みの原因にもなっている。静かな環境で摂取して頂くためにもホールではなく患者様が周りにいない環境で介助にて摂取していただく。

· 夏堀　長五郎様～最近、むせ込みが見られている為、誤嚥のリスクが高い患者様の席

へ移動して頂く。　　　　　　　　　　　

＜ＳＷ情報＞

・鳥谷部　國光様～先日、御家族が南山苑見学。障害年金は1級との情報あり。







